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電気・電話工事 配線図　Rメート
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三菱日立ホームエレベーター

●主幹ブレーカーはインバーター適合品の
　漏電ブレーカーとしてください。

エレベーター専用ブレーカーの選定

電源の確保と配線

●最上階昇降路内の壁に、電源と電話線を支給してください。
電源・電話線引き込み位置

●エレベーター専用のブレーカーを用意
　してください。定格は右表としてください。

注 意

主幹ブレーカーの容量は、充分に余裕をもって選定してく
ださい。容量に余裕がないと、主幹ブレーカートリップが発
生し、エレベーターが急停止する恐れがあります。またアー
ス（D種接地）は必ず用意し、全てエレベーター専用として
ください。

火災時管制運転（オプション）線

照明用電源
単相100Ｖ
線引出し長さ：２m
電線：単線φ1.6mm以上または、より線2.0mm2以上

火災報知機の移報接点・配線

＜配線例＞

最上階

中間階

最下階

感知器 火災信号
受電機※

昇降路

EV制御盤

感知器

感知器

※火報接点アダプタ（連動出力を無電圧Ａ接点に変換する装置）

電話線引込可能範囲

▼乗場基準線
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昇降路平面

電話線引込可能範囲
標準位置（Ａ）

駆動用電源
単相200Vアース付き（Ｄ種接地）
線引出し長さ：２m（アース線含め３芯）
電線：単線φ2.0mm以上または、より線3.5mm2以上

ピット内点検用コンセント
単相100V
器具：コンセント100V用
※側壁に埋め込みコンセント100V用を設置してください。

電話線
昇降路までの配管：電線サイズに適合する径（現地一任）
電線：被覆ケーブル
線引き出し長さ：2m

ルーム内防犯カメラ（オプション）線、配管
居室内設置モニターから昇降路内に供給し、BNCコ
ネクタプラグ※を配線の末端に施工してください。
線引出し長さ：２m
電線：同軸ケーブル
配管：配管径は下記表に示すケーブルの太さに適合する径
（現地一任）
客先同軸ケーブル配線長さ 客先同軸ケーブルの太さ
130mまで 5C-2V以上
130mを超え170m以下 7C-2V以上
170mを超え200m以下 10C-2V以上

＜ブレーカー容量と電源設備容量＞

※電源電圧の変動は±10％以内、電圧不平衡率5％以内を保つよう電源を設置願います。
※記載の値は据付状況、現地の実際の電圧、気温などにより変動しますので、あくまで目安となります。
※分電盤までの電線総長さが20ｍを超えないようにしてください。
　20ｍを超える場合は、（一社）日本電気協会の内線規定に従い電線サイズを変更してください。
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△EV 乗場基準線

本図は左勝手を示します。右勝手は本図の左右反転となります。

機種 定員 速度
（m/min）

出入口
方　向

エレベーター専用
ブレーカー容量 電源設備

容　　量駆動用 照明用
Rメート 3名 30 一方向 20A 10A 3.8kVA

自動火災報知設備※の受信機または火災報知器からの移
報接点（無電圧A接点※）を昇降路内に供給してください。
各火報接点を並列に接続した線（2芯）が必要です。
線引出し長さ:2m
電線:被覆ケーブル（2芯）
　　 単線φ0.9mm以上
エレベーター側からの印加電圧:DC24V（50mA程度）
※自動火災報知設備とは、火災報知器、受信機、中継機から構成され
るシステムタイプの警報装置です。
※無電圧A接点とは常時開放している接点で、短絡する（信号を受け
る）と通報動作に入る接点です。
※引き込まれた線の先の階が分かるようにしてください。
※自動火災報知設備または火災報知器の設置場所については、消
防法及び条例に従い適切な場所に設置してください。詳しくは、所
轄の消防署、行政庁にお問い合わせください。

※BNCコネクタプラグ…BNC777-P:多治見無線電気相当（電気・
電話工事）引出し同軸ケーブルにBNCコネクタプラグを施工して
ください。

自動火災報知設備の受信機または火災報知機から
の移報点（無電圧Ａ接点）を昇降路内に供給して
ください。

・標準位置に電話線が設置でき
ない場合には斜線部（Ｂ）に設
置してください

電話回線接続
電話線との接続

●エレベーターのルーム内には、外部連絡用の電話機が標準装備されています。この電話機は、万一ルーム内に閉じ込め
られた場合など、緊急時の連絡手段となりますので、ご使用になる前に建物側の電話回線と接続し、通話できることを必
ず確認してください。
　なお、固定電話回線※1以外の回線をご契約の場合、ルーム内の電話機をご使用いただくために、各々下図に記載された
機器の設置および回線接続をお願いしておりますので、お客様にて必要な機器をご用意ください。

※1 2024年1月以降、固定電話回線はメタルIP電話としてサービスが提供されます。
　　メタルIP電話とは、通信事業者の基地局間をIP網化するものです。家庭内の配線はそのままでご利用になれます。

遠隔監視システムについて
●メンテナンス会社が提供する遠隔監視システムを希望され
る場合は、固定電話回線をご準備いただくか、メンテナンス
会社にお問い合わせください。
　（光回線などのIP回線では対応できない場合があります。）

ルーム内電話機を固定電話回線以外に接続される場合
●停電時にも通話可能な通信事業者の選定と建物内の停電対応機器（UPS・停電時バッテリー付機器の設置など※2）をお客
様にてご用意ください。
●ご契約の通信事業者により電話・通信回線の停電対応、設置する機器の種類、接続方法が異なります。詳しくは、通信事業者
にお問い合わせください。

※2 動作時間60分以上推奨

電話回線接続図
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建物内電話機 

エレベーターのルーム内電話機用の電話回線は、必ず
通線の上、通話できることを確認してください。警 告

スイ～とホームS グランデ／ファミリー／DXアバンティ／DX禅／DXファインウッド／ファミロング／
ファミスリム／コンパクト／ジュニア
スイ～とモアS プラス／ウェルスペーシア／ロング／スタンダード
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